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水素利用の実証事業におけるリース方式による設備導入について 

 

 

三井住友ファイナンス＆リース株式会社（取締役社長：川村 嘉則、以下「ＳＭＦＬ」）

と株式会社トクヤマ（代表取締役 社長執行役員：横田 浩、以下「トクヤマ」）は水素

利用の実証事業における設備についてリース契約を締結しました。また、ＳＭＦＬと山

口県周南市は水素利用の実証事業における設備について賃貸借契約を締結しました。 

 

トクヤマは、環境省が進める「平成 27 年度 地域連携・低炭素水素技術実証事業」に

おける実証受託の代表事業者となり、自社の苛性ソーダ工場から発生する未利用副生水

素(注)を回収し、近隣や周辺地域の純水素型燃料電池や燃料電池自動車に供給します。 

ＳＭＦＬは同事業において、トクヤマ向けに水素貯蔵設備及び水素供給設備をリース

します。また、ＳＭＦＬは同実証受託の共同実施者である周南市向けに水素供給設備及

び純水素型燃料電池をリースします。未利用副生水素を活用する同事業において、水素

利用の実証設備のリース方式による導入は日本初のケースになります。 

 

これまでもトクヤマは、苛性ソーダ工場から発生する水素の特性である高純度な副生

水素を活かし、液化水素ステーション向けの水素の供給を行なっており、太陽光発電で

の水素生成や純水素型燃料電池への水素供給といった実証実験にも数多く取組んでお

ります。 

また、山口県周南地域では、周南コンビナートの立地を背景とした国内最大規模の

高純度な副生水素の供給能力を有した地域特性を活かし、本実証事業の他にも卸売市場

での燃料電池フォークリフトの利用実証や動物園での純水素型燃料電池の利用実証等、

水素社会の実現に向けた先進的な取組が数多く行なわれております。 

なお、ＳＭＦＬは移動式水素ステーション、スマート水素ステーションの水素関連設

備にリースによるファイナンスサービスを提供することにより、水素関連設備の普及を

サポートしています。 
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水素は、利用段階において二酸化炭素を排出せず、効率的なエネルギー利用や再エネ

貯蔵等に活用できるなど地球温暖化対策として重要なエネルギーです。トクヤマ、ＳＭ

ＦＬは低炭素な水素サプライチェーンの普及に資するとともに地域での水素利用の推

進に貢献できるように今後とも取り組んでまいります。 

 
(注) 副生水素は、製鉄所、化学工場等からの副産物として生成される水素です。 

苛性ソーダの製造プロセスで発生する水素は高純度でコスト面でも優れています。 
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